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　Abstract : Several strata of the higher, middle and lower terrace deposits in the central and
southwestern parts of Kochi Prefecture, are studied palynologically, and some new strata are
defined such as Obune Formation of the higher terrace gravel bed, Kawaoku Formation of the
middle one, and the Formations of Izeki and Kanouoka as the lower ones. These are consist of
the fluvial gravel beds with some intercalations of mud beds. from which pollen samples were
taken. Consequently, pollen diagrams of these strata generally showed interglacial and glacial
ages, the former warm temperature and the latter showing cold climate ｡
　　　　　　　　　　はニじめに
野田は1962年より高知県各地において，第四紀層の花粉分析の研究を進めてきた1 )-io)。また，満
塩らは1966年いらい，高知県下各地の第四系について報告してきたll)-29)。ま/た，愛媛県の＝部30)31)
や徳島県も含めて，香川県全体についでも報告じ，さらに，四国四県の第四系についても研究し
てきた33)34)。
　筆者らの研究の¬-環として, 1972年当時までの総括を行ない，花粉層序学的研究のその１として
報告した・)。しかし，それ以後に第四系に関する膨大な資料も加わり，また，花粉分析資料の逸散
の恐れもあり，さらに，その後に再検討する必要のあるものもでてきた。それゆえ，現在の段階に
おいて，主として高知県中央部・西南部における第四紀層の新定義とともに，野田によるこれまで
の花粉分析結果を中心にその２として，ここに総括しておくものである。　　　　　　ダ
　本報告をなすにあたり，高知大学名誉教授の中村純博士，および，城西大学理学部地学教室の加
賀美英雄教授には貴重なご教示・ご討論いただき，環境プラツニングＫＫの古川博恭博士や環境変
動研究会の諸氏にもいろいろご協力いただいた。これらの方がたに厚く感謝する。　　　　　ニ　上
　　　　　　　　　　　　＜　　　　　方　　　　　法　　　　　　　　　　　　　　　　………
Ａ。サンプリング
　花粉分析に使用したサンプルは以下のもめである（図１・表１）。
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B.分　析　法
　各試料からの花粉抽出は, KOH・ＺｎＣｈの浮遊選別・アセトリシス法で行った。詳細は中村・
満塩ら(1972)を参照されたい・）。
　花粉・胞子を分離後に，プレパラートに封入してこれらの種類数を検出した。また，花粉ダイア
グラムは木本花粉200個を基本数にして，濯木は計算にいれず，基本数から除外した。さらに，
Alnusなどが極端に多い場合にも，やはり同様に除外して作成した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果
Ａ．高位段丘堆積物
　図２に高知県西部の越知盆地における中・後期第四系の分布を示す。ここでは高位段丘の堆積物
として小舟層を新定義したが，中位段丘堆積物は楠原層と仮称している。また，低位段丘の井関層
も新定義した。これらのうち，小舟層・井関層の花粉分析を行った。
　　　　　　　図２．高知県西部越知盆地の中・後期更新統分布図
　　　　　　　　　　　河川中の矢印以外は試料採集地点
I，井関層（低位段丘）Ｍ，楠原層（中位段丘）０，小舟層（高位段丘）Ｂ，基盤岩類
cm
cm
74 高知大学学術研究報告　第40巻(1991)　自然科学
　　　　　　　　　　　　　一一
黄褐色円傑層0　　　　　50　　　　100％
　　　　　　　に　ヱL乙
レゾレク・
ミ♂
μ(戸
ノノ ﾀﾞ
ノ゛ ノノ
lOT. P/N.T. P　ratio
ノ訳
ダイアグラム
／
　小舟層（おぶねそう，新称）　　　　　　　　　　　　　……:=
　模式地：高岡郡越知町小舟峠　　　　　　　　　　　　………:……:………j
　層　厚：約５ｍ　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　＜=………丿:………j………………＼
　標　高：標高約100m　　　　　　　　　　　　　　　　　……………
模式地における本層の層序は図３の柱状図にあるように，基盤の中生層頁岩の上に不整合にのり，
下部より円陣層が約50cmで，その上部に青灰色粘土層が約60cmの層厚で存在しいさらにその上に赤
褐色藻層が約20cmめ層厚で堆積している。また,……これＵ
覆われている。本層は現在では土木工事によりほとんど大部分が除去されているが，本来は層厚が
約５ｍはあったと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　＼
　本層は高度からみて，中位段丘堆積物ともみられないこともないが，小舟峠め東側の楠原一庄田
間の中位段丘相当の平坦面（楠原面）よりも，20¬10mは高It……八………書た，東方の柳瀬川河畔の宮ノ原
稿付近における，後述の井関・坂東の低位段丘井関層よりも，:しjl約40mほど高い所に存在している。
　本層はこの堆積状態からみて，沼沢状の地形が脇谷からの堆積物により，急速に埋没されたもの
であろうと考えられる。その上部の角陣層は崖錐状の堆積物とみなされる。
　なお，現地より約20－10mほど低い峠の東側の地表面は，著………し万く赤色土化し，かつ，ある程度の
広さの平坦面を形成しており，ドンドガシバ（楠原）と呼ばれずいくる場所であ=る。そして，さらに
東方の庄田との間には，カットオフメアンダー（切り離された蛇行跡地）の残丘があり，その斜面
の赤色化した地層に半クサリ疎か含まれており，中位段丘陣層とみなされるものである。
　木層の花粉分析の結果では，広葉樹花粉が圧倒的に多く，針葉樹は比較的少ない。また，常緑樹
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の花粉を欠き,ﾉ暖帯照葉樹林帯の特徴はない（図３）。さらに, Alnusが全高木花粉の半分近くを
占めているのは，沼沢地の状態であづだ周辺地に多数生育していたのであろう。これ以外に比較的
多いのは, Quercus・Ｒｅtｕla・Ｆａｇｕｓ ’Ｃａｒｐｉｎｕｓ“ ＴｓｕｇａなどであIる。 Ｑｕｅｒｃｕｓには常緑性のもの
はなく，落葉性の温帯広葉樹林帯とみなせる。Ｐｉｃｅａの出現はきわめてわずかで，後述の窪川町の
中位段丘窪川層(Piceaが優勢で，Ｆａｇｕｓ帯）とは全く異なっている。また，Piniiｓはゴヨウマツ
の系統が多いが，これは低率なので，上方からの飛来であろう。　　･I　　｡＼
　当時の森林区分が現在のようであったと仮定すれば,∇1,500-1,000 mの温帯林中・上部となり，
現地における高度（＋100皿1）との差異を求めれば, l,400-900.mとなる。気温減少率を0.6°C/100
mとした場合，当時の気温低下量はほぼ８－５°Ｃの範囲内ということになる。
　また，木層から得られたTrapa maximo咄咄iタイリクヒしメビシは鮮新一更新世の化石とされ
た36）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　■　　　　　　　　・
1QTP/ＮＴＰの比率は，全層を通じて６－８程度であり，上方になるにつれて草地が次第に減少
する反面，森林内部におけるシダ植物の増加がみられたと考えられる〇･
一以上の事実によって考えられる古環境は，夏は暑くて，冬は寒い大陸方面と類似した気候条件の
所であろう。これはわが国では北海道や東北地方，すなわち,=北温帯となるであろう。さらに，ヒ
シ化石により考えれば，本層の時代は大阪層群相当で前期ないし中期更新世であろう。
　なお，佐川盆地の南端の狩場付近にも約５ｍの赤褐色ク：サリ藻をもつ高位段丘藻層の狩場層がみ
られる。　　　　ヶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　ニ
Ｂ．中位段丘堆積物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　中位段丘堆積物としては，高知県西南部窪川町の窪川層，および，新称の川奥層があり，これら
の花粉分析を行った。また，高知市の能茶山層も花粉分析を行った。　　　　　　　ト
１）窪川層
　本層は満塩ら（1990）24）によって，四万十川の中・上流域において定義されたものであり,つ分布図
は広範囲にわたるので，ここには示していない。模式地は窪川町榊山町にあるが，野田（1963）4）
の発見したころの露頭は現在はみられない。しかし，その付近にはごくわずかにみられる24）。
／ ﾉノ轟鳥説
図４．窪川町における窪川層（中位段丘）の柱状図および花粉ダイアグラム
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ある。
　したがって，木層は窪川層よりやや新しいと考えられるが√ここではいちおう中位段丘として
おく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
３)能茶山層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一二
　高知市西部の能茶山層は野田(1974)''によって仮称され，満塩ら(1977)'^'によって定義された
ものである。ニ
　本層め基盤は能茶山西端の崖にみられ，古生代高岡層のチャート・頁岩である6図６め柱状図の
ように，この上に不整合に本層がのり，層厚は約15mであって，分布高度は約26mである。大局的
にみて，この下部は巨藻層であり，中部は暗灰色泥層で，上部は中一細藻層となり，粗→細→粗の
堆積サイクルがみられる。　本層は北西から南東に向かって緩く傾斜し，南斜面の中腹には暗灰色
の泥層があり，樹木や花粉化石も含んでいて，尾土焼の原料となっている。　＞
　この泥層の花粉ダイアグラムを図６に示している。これより明らかなように，針葉樹と広葉樹が
ほぼ半分づつの割合で産出している。また，広葉樹のほとんど大部分は落葉性である。これには
78
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　　　　　　　図７．越知盆地井関層（低位段丘）の柱状図および花粉ダイアグラム
グラムは図７のように, Abies・Ｔｓｕｓａ・ぶｕｓが優勢であり√他にはＣａｒｐｉｎｕｓ ・Ｐtｅｒｏｃａりａ・
Quercus ・Ｆｒｎｘinｕｓ・Ｆａｇｕｓなどの落葉広葉樹がめだつ程度で, Abies一7乱即帯，すなわち，暖
温移行帯の様相を呈している。すなわち，今日の四国の森林帯の帯状区分と比較すれば，高度
800－700m，ないし, 1,000m近くの状態と類似している。＼森林帯の降下量は700－600mから約900
mということになる。また，気温低下量はほぼ５－４°Ｃということになる。花粉ではＰｉｃｅａはみら
れなかったが，大型遺体は付近から流されてきたものと考えると，その好生育範囲が1,600－900m
であるから，生育高度の下部にあったと考えられる。　　　犬　　し　　　　犬
　本層中の木片の14C年代は, >37,800Y.B.P. (N-1462)の値が得られた。　上
　以上の結果から，木層の堆積年代はＷ氷期の第１亜氷期の可能性があるが，花粉分析では暖温
移行帯から温帯広葉樹林帯下部にかけてのものが出現七ているので，Ｒ／Ｗ間氷期か‥ゲトワイゲ
ル亜間氷期のものとも考えられる。　　　　　　　十　　　　　犬
２）叶岡層（新称）
　複式地：　安芸郡芸西村叶岡付近
　層　厚：　約50cm　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　十　し
　分布高度：　標高約13m　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
模式地では次のような層序がみられる（図８）。下位は不明であるが, 0.6m以上の赤褐色砂層でラ
ミナがみられ，この上に約１ｍの灰白色の砂層がのりレさらに0.5mの灰白色円樫層がのる。疎種
は砂岩・チャートである。さらに上には，黒色泥炭質泥層が約30cmでのり，その上に灰白色砂層が
約0.7mでのっている。十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚
　本層はこれまで満塩らが室戸半島め室津層相当層とし，低位段丘堆積物としていたものであ
る15）‰複式地は芸西村叶木にあり，芸西病院南方の海成中位段丘の叶木層分布地の小さな谷を削
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灰白色円際層=直経１こ３ぷ:
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29
巨
チ十一卜陳多し√約0.5m二大3（…………………:
==灰白色砂層::約１惰
赤褐色砂層：ラミチあり
　0.6m以上<　　　　ニ
犬図８．高知県東部芸西村叶岡層ト(低位段と丘)………jのi
りこんで,……ご｀く狭い範囲に分布してｔヽjる=のみであﾄる⊇
露頭は観察できない。……………j　　　十　…………万ﾉ＼ﾚ万………:=j万:万
　花粉分析結果は図8]めようにに広葉樹が圧倒的に多=ﾚ《
………j
花粉属は草本が多く√しかも√Ａｒ.£emisiaが群を抜い:で=
の森林め優占種で弗乱＼次に印面ｓ/･Ｂｅtｕla・Ｆｄｇｕｓ・Ｃ
ｏｃｏｒ:ｙａ私混じっているレ針葉樹ではＰ･飢ｕｓがわず力組泄
妙ｓはと蛸こ低率であり, Abies・Ｐｉｏｅｎは皆無に近卜二
Ｆ， ｊｏｐ･onicaと考えられ=るよ　　十　　　犬………j･.jI･･j･::万万万･･j.==.乙･yI･.:.･j･:･j=
以上の温帯林的要素の出現からみると,上高度的iZl 2()(
時の森林帯降下量はl,200-800mの降下であって√
と, 1,000mの降下で,＼5 cCの低下と考えられるレ，
塩ら)12)闘9)聊)ｏ　　　＼　　　＜　　　　　　　〉:………万万……:……ｿ………ljl･.=.11=･.:･..J.,.
　また,/本層は南方の新砂丘,∧あるいは，グラベルズレピレφ……=ji
浸食から取り残ざれたものである．∇　
‥
十　　j……………,…………ﾉ………＼………j=ﾉ
I
＼以上に述べた諸地層を高知県における他地域の恚ﾌ
　高知県西部地域の高位段丘小舟層はレ中央部地域
は久礼田層に対比される“)。し高知県北部の本山盆地う
平層に対比さﾚれる12) 15)38)よ室戸半島方面にはクササ仰
＼E白白fﾉﾀﾞ……n
∧:､水:ｶi貯うていて
のﾉみであjる。
Cｏりlｕｓが当時
rａｍ･呵ﾚＣａｒｐｉｎｕｓﾄ･ｿＰtｅｒ一
-ｙｐtｏｍｅｒia・Ｓｃｉｏｄｏｐｉ一
ﾀ＼イくプの干型のみで，
想定せざるをえず，当
あろう=よ］平均的にみる
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すﾉ隔離jされたなyめに，
:あﾚり√領石盆地で
φ河口付近亡は琴
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　表２．高知県中,･北部におけるの第四系対比表
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高知地区 越知地区 窪川地区 芸西地区 本山地区
第
四
紀
完新世 沖積層 沖積層 沖積層 沖積層 沖積層
更
新
世
後
期
井関層 弘瀬層 叶岡層 上奈路肩
中
期
能茶山層
城山層**
楠原層
小舟層**
川奥層
窪川層
新田層**
叶木屑＊ 天瀬層
吉野層**
前
期
万万層十
舟場層
櫨山層
芸安芸層十
西和食層
Ｇ城本暦＊
第
－一
紀
鮮
新
世
ﾂ穴内層*
）『
　　　Ｇ，層群　　十扇状地疎層　　＊海成層　　＊＊クサリ傑を含む
　次に，調査地域の中位段丘堆積物としてはレ中央部地域の能茶山層と西南部地域の窪川層である。
これらは領石盆地の植田層14)・高知市の大谷層11)・本山盆地の大瀬層38)に対比される。また，東南
部地域の室戸方面では，海成の叶木層2o)・羽根層23)・元層?・生見層尚)などに対比ざれる。これら
の層は局部的に存在し，20－10mの面を形成する海成層であうて，古土佐湾海進によって堆積した
ものである。また，西南部地域の足摺方面では土佐佐賀町以南に広大な海成中位段丘を形成してい
る平野層17)33)と足摺層16)に対比され，中筋川流域では中筋層・戸内層であるZ7)28)。　　　　………
　さらに，調査地域の低位段丘は東南部地域の叶岡層，および，西部地域の越知盆地の井関層であ
る。これらは室戸半島方面では室津層に対比される呪ﾄまたに中央部地域では領石盆地の久次層・
本山盆地の上奈路層に，さらに土佐山田町付近の低位段丘疎層群117)叫こ対比される６西南部地域
の四万十川流域では広瀬層24)および浮鞭層列こ対比される。　　土入　　　　　　　　　　　ト
　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に
　以上には，高知県の中央部・西南部において，新たな地層の定義を行い，さらに，花粉分析によ
る結果の対比について述べた。これらを要約すれば，以下のようになる○
お2　▽レ　　　　ニ高知大学学術研レ究報告]………第4o巻ノ……………ノyj―I―(I1I
.
991l万Iエ).:.―j.j.;=J=|.I―jI―.:=―エニ.I.エ;自..然科学=………………=　=‥‥‥‥‥
　いても述ぺた。し　‥‥‥　　　　　‥　　‥‥‥‥‥‥,jjl.
3)＼これらの諸地層のうち，高位段丘の小舟層は加
比較的海岸に近い能茶山層は暖冬冷夏型気候,ﾉ窪J
〉段丘では，越知盆地の井関層は寒冷気候を示‥し=…………j=l
　を示している。 ＼　二　　　　　十　　　∧…………………
４)高位段丘の小舟層は氷期φ堆積物であり√まﾉだ=，
上位段丘の井関層ふ叶岡層は：ウルム氷期の堆積物=才で/i
氷期，あるいは,＞リズ/ｳ＼ルムめ間氷期堆積物考定
次には,ﾆ沖積層の花粉分析にっいで述べる予定I首あﾉ名
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